
            第 9 回 一般医・精神科医ネットワーク研究会 

               代表世話人 大阪樟蔭女子大学 学芸学部 健康栄養学科 教授 石藏 文信 

                      公益社団法人 日本精神神経科診療所協会 会長 渡辺 洋一郎 

謹啓 

 先生方には益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。さてこの度、第 9回一般医・精神科医ネットワーク研究会（通

称：G‐P ネット）を下記の通り開催致します。本会は一般医を中心に日常診療における精神的疾患について検討し、

患者紹介などに関して一般医と精神科医との連携をスムーズにする事を目的としております。ご多忙のところ誠に恐

縮に存じますが、万障お繰り合わせのうえ、ご出席賜りますようご案内申し上げます。 

謹白 

 

日時：平成 25年 7月 13日（土）15:00～18:20 

場所：梅田スカイビル（新梅田シティ） タワーウエスト 36階「スペース 36L」 

   大阪市北区大淀中 1丁目 1-88  TEL．06-6440-3901 

 

開会の辞・事務連絡：石藏文信（一般医・精神科医ネットワーク研究会代表世話人）15:00～15:10 

◆第一部 G‐Pネット基調講演 15:10～16:25 

 座長：一般社団法人 法人大阪府内科医会 会長 福田 正博 先生 

『 抗うつ薬治療におけるアドヒアランス –お薬を飲み続けると言うこと- 』 

 杏林大学医学部 精神神経科学教室 准教授 渡邊 衡一郎 先生 

  ●ワンポイントアドバイス 

  「 医師の応招義務に関して 」 山田総合法律事務所 山田 長伸 

◆休憩 16:25～16:50 

 司会：石藏 文信・渡辺 洋一郎 

  ※休憩のお時間です。一般医の先生方と精神科医の先生方との御交流等にも御活用ください。 

   （お飲み物の用意がございます。） 

共催：一般医・精神科医ネットワーク研究会、（公社）大阪精神科診療所協会、持田製薬（株） 

                                                 

◆第二部 G‐Pネットパネルディスカッション 17:00～18:20 

テーマ －アドヒアランス向上と医師の責務に関して－ 

司会：石藏 文信（大阪樟蔭女子大学 教授）・渡辺 洋一郎（日本精神神経科診療所協会 会長） 

パネリスト １）杏林大学医学部 精神神経科学教室 准教授 渡邊 衡一郎 先生 

      ２）山田総合法律事務所 山田 長伸 

     

閉会の辞：渡辺 洋一郎（一般医・精神科医ネットワーク研究会代表世話人） 

参加費：一般医・精神科医ネットワーク研究会会員無料、会員以外 1000円（当日会員登録入会頂きますと無料：年会費 2000円） 

共催：一般医・精神科医ネットワーク研究会、（公社）大阪精神科診療所協会 

後援：大阪府内科医会、旭化成ファーム（株）、アステラス製薬（株）、明治製薬ファルマ― 

   グラクソ・スミスクライン（株）、ファイザー（株）、第一三共（株）、大日本住友製薬（株）、持田製薬（株） 

※本講演会は、大阪府医師会生涯研修システム、大阪府内科医会「推薦医」、日本臨床内科医会認定医・専

門医の認定、精神科専門医による研修ポイント（20 点）申請を予定してます。 

※クールビズにご協力頂き、軽装でお越しください。 


